
 

 

 

Ⅰ．研究の概要 

１．研究主題 

 

 

 

 

２．主題設定の理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．研究仮説 

 

 

 

 

 

４．研究内容 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

生 活 科 部 会  

《研究の経過》 

＜平成２２年度～平成２５年度＞ 
「子ども一人一人の気付きの質を高め、 

生きる力をつける生活科の創造」 
〜子どもの思いや地域を生かした 

体験活動を通して〜 

＜平成２６年度～平成２９年度＞ 
「子ども一人一人の気付きの質を高め、 

自立への基礎を養う生活科の創造」 
〜単元構成や支援、評価の 

あり方を通して〜 

＜平成３０年度～令和４年度＞ 

「子ども一人一人が見方・考え方を生かし 

対象への愛着を育む生活科を目指して」 
〜単元構成・学習過程の工夫と 

教師の支援を通して〜 

＜令和５年度～＞ 

「生活科における個別最適な学びと 

協働的な学びの一体的な充実」 
〜ＩＣＴの効果的な活用～ 

【研究内容１】 

●個別最適な学びにつながるＩＣＴ活用 

個々の特性等に合った多様な方法で学習する。 

生活科における個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実 

〜ＩＣＴの効果的な活用〜 
 

これまでの研究で明らかになったこととして、繰り返し対象と向き合うことで気付きの質の高まりが見られた

ことが挙げられる。また、適切な支援を行えば児童の意欲関心が高まり、対象への愛着も深まっていった。 

中央教育審議会から「令和の日本型学校教育」の構築について答申が出された。一人一人の児童生徒が、自分

のよさや可能性を認識するとともに、あらゆる他者を価値のある存在として尊重し、多様な人々と協働しながら

様々な社会的変化を乗り越え、 豊かな人生を切り拓き、持続可能な社会の創り手となることができるようにす

ることが必要である。石教研生活科部会としてもこれらの資質・能力を育むよう研究する必要がある。 

 個々の特性等に合った多様な方法で児童生徒が学習を進めることができる可能性や、今までにない方法で多様

な人たちと協働しながら学習を行うことができる可能性を模索し、主体的・対話的で深い学びの実現を目指す。 

〇研究の仮説 

個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実を目指すために、

個々の特性に合った多様な学習方法や、協働しながら学習を行う方

法を模索していく必要がある。ＩＣＴを効果的に活用していくこと

で、児童の資質・能力を育成していくことにつながるのではないか。 

【研究内容２】 

●協働的な学びのための学習過程の工夫 

多様な人たちと協働しながら学習する。 



 

 

Ⅱ．実践研究の経過と成果 
１．中心グループによる研究経過 
   ４月２１日 広教研全体研究協議会・第１回生活科部会研修会～体制確立・授業者の決定 
   ６月１３日 第２回生活科部会研修会～活動案検討 
   ７月１１日 第３回生活科部会研修会～活動案検討 
   ８月２９日 第４回生活科部会研修会～活動案検討 
  １０月 ２日 第５回生活科部会研修会～活動案検討、当日の運営確認 
  １０月１２日 第６回生活科部会研修会～前日準備、当日の運営確認 
  １０月１３日 石教研専門部会第二次研究協議会 
   ２月 ９日 広教研全体研究協議会・第７回生活科部会研修会～今年度のまとめ、次年度体制づくり 
２． 専門部会第二次研究協議会での交流 
（１）専門部会第二次研究協議会での交流内容 

①授業公開の様子 
１年生 単元「かぞく にこにこ 大さくせん」 
授 業 者：齊藤 有紀 教諭（北広島市立緑ヶ丘小学校） 
本時の目標：家庭生活をよりよくするために取り組んだことを振り返りながら、友達と交流することがで 

きる。 
本時の展開                                       

児童の活動 【評価】〇教師の支援 ※留意点 

①前時までの活動を想起する。 

②本時の活動と課題をたしかめる。 

 

 

 

③発表の仕方と、発表を聞くポイント

について確かめる。 

 

 

④前後半に分けて、交流する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤前半の交流が終わったら、全体で交

流する。 

 

 

 

⑥前後半を通して交流し、さらに自分

にできることを考える。 

 

 

 

 

 

⑦終わりのあいさつ。 

〇発表がすぐに始められるように、場の準備をしておく。 

 

 

 

 

〇発表者は、相手意識をもって発表し、聞く側は、友達の発表を聞いて、

「よかったところ」や「おもしろいところ」、「まねしたいこと」、「きい

てみたいこと」を見つけるように声をかける。 

 

〇自分たちの取組でがんばったことや嬉しかったこと、大変だったこと、

家族の反応等を発表させ、友達と交流し合う中で「やってよかったな」

「またがんばろう」という気持ちを高める。 

〇発表を聞くポイントをもとに、自分にもできそうなことや真似してみた

いこと等を見つけられるようにする。 

※友達の発表を聞くことが苦手な児童には、そばに寄り添い、発表してい

る人に目を向けながら聴くように声をかける。 

※人数制限を設け、聞く人が偏らないようにする。 

 

〇友達の発表を聞いて、尋ねたいことがある時は、発表後に質問をするこ

とで、交流が深まるようにする。 

【知識・技能】 

・自分の取組を、友達や身近な人に伝えたり、友達の発表を聞いて、頑張

りやよさ、尋ねたいことを見つけたりしている。 

〇友達の発表を聞いて、「もっと〇〇してみたい」と考えている児童を取

り上げ、全体で交流する中で、家族のためにさらに自分にできることは

ないか、意欲的に考えることができるようにする。 

【思考・判断・表現】 

・友達の発表をもとに、家族のために自分にできることを考えている。 

【主体的に取り組む態度】 

・「かぞくにこにこ大さくせん」を振り返り、伝える相手に応じた方法を

考えて、作品を作ったり、伝え方を工夫したりしている。 

いつもとは環境が違う中で少し緊張した様子も見られたが、元気いっぱい発表することができた。本時では、友達の

発表を聞いて、「いいな」と思ったところを伝えたり、質問をして自分の考えを広げたりすることをねらいとした。何を

聞いたらよいのかわからないという子もいたが、参観していただいた先生方がモデルとなり、たくさん質問をしていた

だいたおかげで、質問の幅が広がり、子どもたちにとってよい経験となった。（授業者より） 

○か かぞく にこにこ 大さくせんを ともだちに つたえよう 



 

 

②分科会での協議内容 

≪討議の柱≫ 1 ＩＣＴ機器を利用した学習履歴は学習のまとめや自らの成長の振り返りに有効だったか。 

2 友達の発表から色々な考えに気付き自分の視野を広げたり、深めたりすることができたか。 

《責任者・授業者より》 

授業をつくるにあたり、どこでどうＩＣＴを活用していくか考えた。タブレットを自然に使えるようになってきてい

るが、1 年生の発達段階で使用するのはどこまでだろうと考えながらの授業づくりであった。今回のような活用方法は

どうだったのかご意見をいただきたいと思っている。また、友達の発表を聞いて深められるようにワークシートの形を

工夫したがその点についてもご意見をいただけたらと考えている。 

授業について 

・本時の中での自らの成長の振り返りはどこでと考えていたのか。→ワークシートの最後にある発表に対する振り返

りの部分を自らの成長と捉えている。 

・発表の経験について→1年生 2クラスの中での発表は経験しているが本時のようなやり方・大勢の前での発表は初

めてだった。 

・お手伝いが1回だけで終わった子もいたようだが、そのあたりの指導はどうなっていたか。→大作戦は2回実施し

ていて、1度目は土日で実施し、振り返ってその後 1週間大作戦を行った。毎日違うお手伝いをした子もいればひ

とつの手伝いを続けた子もいる。 

・自分の視野を広げるための友達の発表について→色々なお仕事があることに気付くこと。自分がやったことのない

お手伝いがあると友達の発表を聞いて気付くことが視野を広げることだと考えた。 

・視野を広げる・深めるについて→広げる（例）靴をそろえる方法が色々あることに気付く。自分がやってないこん

なお手伝いがあると気付く。深める（例）ゴミ袋は縛ったところを持つといいと発見したことを聞いた友達がその

ことに気付く。 

グループ交流～全体交流 

○討議の柱1 

・写真で見ることができるのは、本単元においても、教師の見取りにとってもよかった。子どもたちにとって自分で見

通しをもてて視覚的に考えることができてよかった。視野を広げるために有効だった。 

・抽象的なことは１年生にはわかりづらいので写真でお手伝いの前後が見られるのがよい。 

・ジャムボードを以前使ったことがあり、子どもたちが使ってみたいと意欲をもっていたので使わせた。 

・写真として活用したり、ＩＣＴを使う子がいたり色々な発表方法があってよかった。 

・他教科にも広げていけるし、学習履歴の点からも今回の写真は、高学年になってからも見返して使える、非常に価値

の高い授業であった。また、動画を使ってもいいと思うが１年生のスキルを考えると難しい。 

〇討議の柱2 

・一度途中で集まったことで質問の質が後半上がっていた。先生たちの質問を聞いたりすることで質問のスキルアップ

があってよかった。 

・自分たちの発表をしっかりできていた。自由に聞きに行けたことがとてもよかった。ローテーションを組むのではな

く行きたいところにいけたことでとてもよかった。（先生たちがいたことでできたのかもしれない） 

・「やってみたい」が最終目的ならば、発表の仕方でおすすめポイント等を入れる方法もある。 

・ワークシートの意図はどのブースに行ったか忘れないようにメモをとるためのものだったが、指示もしっかりできて

いなかったので子どもたちも混乱したと思う。 

・もう少し書く時間等を取り入れて時間を区切ってもよかったのではないか。 

・ポスターセッションの方法だったが、１年生としては難しいところもあったかもしれない。全体の前で発表する方法

をとると感想を言えるようになると感じた。 

・広げる…やってみたいという意見がありよかった。・深める…自分がやったことに対して感じたこと思ったことを見取

れるとよかった。同じお手伝いをした人の発表で自分もこうしたらよかった。と考えられる等これからでも振り返り

できるとよい。 

・課題が「友達に伝えよう。」になっていたが授業の中で大切にしていたのは、聞いたことによって自分がどう感じ、ど

う伝えるかだったので、「友達の発表を聞いて、伝え合おう」とするとよかったかもしれない。 

・子どもたちの発表の中に「褒められなかった」というのがけっこうあったがそれは、言葉としてはっきりと伝えられ

ていないということ。 

・お手伝いをやりたいという家庭もあるが、やらなければならないという家庭も多くなってきているので、この単元を

見直していかなければならないと思う。 



 

 

（２）専門部会第二次研究協議会での交流会 

①市町村レポート交流 

〈石狩〉 「 きせつと なかよし はる なつ 」  （１年） 

       授業者  田中 元子 教諭（石狩市立南線小学校） 

 

春や夏の自然を諸感覚を使って観察したり、自然物を使って遊んだりする活動を通して、春夏の特徴や違いを見つけ

ることや、それらを使って遊ぶ方法を考えたり、遊びを楽しく工夫したりする学習である。 

今回の授業では「くさばなあそび」で遊んだことをＩＣＴを使って振り返った。児童が意欲的に学習に向かうように、

見る・聞く・触れる・遊ぶ等直接的に働きかける場面を設定した。 

xSync・電子黒板・実物投影機等積極的に活用し、自分や友達の活動の振り返りに使うのはもちろん、自分の表現をす

ることがなかなかできない子どもが表現できるきかっけとなりよかった。近くの友達とおしゃべりする感覚でできるよ

うにペア交流から行い、学級全体の交流につなげた。 

授業者は、スタートカリキュラムの実践を行い、いい気付き・いい思いを表現するのは配慮が必要だったが、この時

期にやったことによって、思いをアウトプットするものの一つとしてＩＣＴであったことで、書くこと表現することの

喜びを感じる子どもがいた。 

今後の課題としては、去年の６年生が使ったものを使うため、入学して間もない子どものＩＣＴの場の設定に時間が

かかったことやメンバーは少ないが、若い先生に授業をやってもらう方がよかったことが挙げられた。そのため、生活

科部員以外の色々な先生に見てもらえるように機会を増やした。そうすることで、意見も多様になり、勉強になったと

述べていた。 

質疑・応答では、「オンライン授業で他校との交流とは何か」聞かれた。同じ単元で勉強をしたことを交流する予定

であるとのこと。端末の設定の交流では、春休みでは膨大な量になるので、春休み前に６年生に手伝ってもらって設定

したという事例が挙げられた。意見として、「スタートカリキュラムは、学校に慣れさせるところから始まる。タブレッ

トを差し込んでどう授業をするのか、どこまで伸ばしてあげたいか考えて計画を立てていくことが大事なのではないか」

という意見が出た。 

 

〈恵庭〉 「 きせつと なかよし はる なつ 」 ～なつをかんじよう～ （１年） 

       授業者  西島 恵子 教諭（恵庭市立恵庭小学校） 

 

春や夏の自然を、諸感覚を使って観察したり、自然の物を使って遊んだりする活動を通して、春や夏の特徴や違いを

見つけていく活動をする学習である。 

今回の授業では、端末をどの場面でどのように使えば効果的なのか部会で話し合った。夏を感じる遊びの題材が１つ

にならないように端末で様々な遊びの作り方がわかるようにした。また、紙で書いた作り方と変わらないように動画を

見て題材を作れるようにした。動画で作り方を提示することで、端末に先生がいるような状態になった。普段の説明だ

けだと理解できない子が、動画を何度も繰り返し見ていたので、動画をすぐ見られるようにしてよかった。また、どう

いうことが協力することなのか授業の中で確認して授業に入った。 

課題として、導入をサクサクやりすぎたので、わくわく感を出せるようにしたらよかったことや材料選び・何をさせ

るかという研究に時間がかかってしまったことが挙げられた。よかった点では、この時期に授業をしたことによって、

夏休み中に授業を進められたこと、恵庭サークルで準備をすることができ、みんなで有意義に過ごせたことが挙げられ

た。 

質疑・応答では、「材料を詳しく聞きたい」と質疑があった。夏を感じるようなので夏っぽいものを探すようにした。

水を使うものを中心に、実際に作ってみたり、ネット等で見たりして決めていった。ペンで描いたものを浮かばせる題

材では、不思議だなと感じてもらえるように取り入れた。しかし、書くものも考えたりペンによってできるものやでき

ないものもあったりして苦労した面もあった。また、「適切・適切ではないものを取捨選択するため動画を探すことは時

間がかかるので、使えるものがあればそれも教えてほしい」とあった。後日、自作で作った動画を載せるようにする。

動画で見るより、実物を見た方が作りやすいものは実物がいいこともあると授業者から補足があった。 

 

 

 



 

 

〈江別〉 「 まちが大すきたんけんたい 」 （２年） 

       授業者  渡部 芳乃 教諭 （江別市立江別第二小学校） 

 

情報図書館で訪問した際に児童が気付いたことや疑問に思ったことを整理し、それぞれの方法で調べてまとめ、全体

での発表を行い交流する場面を設定し、子どもたちの気付きを共有し全体に広める学習である。 

子どもたちが端末の使い方を覚え、発表の選択肢に端末を使ってどのような発表の仕方があるのか考えていった。例

えば、本を借りに来たところを劇で発表し、端末を使って動画を撮っていく方法や、端末で問題を手書きで作り、三択

のクイズの答えを隠して作る方法で発表していった。発表資料等を作るにあたって、先生たちが色々な写真を見学の時

に撮り、それを使ってポスター等を作っていった。端末を使うことによって視覚にわかりやすくなった。 

先生の方でよかったところを花丸ポイントとして板書していった。完全な発表の前に、アドバイスを受けてもっと花

丸ポイントになるにはどうしたらよいか考えていった。しかし、アドバイスがあまり出ていないのでそのことを確認し

た。 

質疑・応答の、「花丸ポイントのネーミングがすばらしい。グループはどのように決めたか」では、生活の教科書の

後ろを見たり、どのようにやってみたいか問いかけてみたりしたとのことだった。また、「何時間ぐらいで全てのものが

準備できたのか」では、指導案通りの時間で、やりたい子は自分たちで時間を見つけてやったとの話だった。 

 

〈千歳〉 「 えがおのひみつたんけんたい 」 （２年） 

授業者  西永 拓史 教諭（千歳市立祝梅小学校） 

 

この単元では、地域や社会との関わりをもち、地域への愛着と信頼を醸成することができる学習である。 

ＩＣＴ を使うにあたって、教師がどう活用し、どのような働き方をするのかを考えていった。端末は、あくまでも目

的を達成するための手段である。 

今回の授業では、パドレットを使って個人で書いたワークシートを交流したり、ホワイトボードで書いたことを、端

末を用いて写真に撮り見やすいようにしたりした。また、端末だけではなく、ホワイトボードも使った。何個かの意見

を比べるところはホワイトボードを使い、意見を比べて深まるようにした。端末・ホワイトボードのそれぞれのよさを

生かしていくようにしていった。 

給食センターで働いている人たちの、おいしく、楽しく食べてほしいという思いや食材の量を間違えないように気を

付ける等に気付けるようにした。２年生の活動として難しいところがあったが、交流したことによって、新しい思いや

内容に気付いたり、そこに関わる人の思いをもっと深堀りしていったりすることができ、地域の魅力に気付くことがで

きたので、おおむねよかった。 

質疑・応答では、「えがおのひみつたんけんたいは、もともと教科書の単元であるか。笑顔の秘密は給食センターの

方の笑顔の秘密のことか。」と聞かれた。教科書の単元であり、自分たちが普段できること、これからその方たちを笑顔

にさせるにはどうしたらよいかも考えていった。町探検からの続きで、そのお店の人たちが笑顔になるにはどうしたら

よいか、給食センターの人たちのことをもっと知りたいという思いも引き出せた。今後は、発表したものを劇等で表現

し、栄養教諭経由で給食センターの人たちに伝えたいとの話だった。 

 

③成果と課題 

市町村交流全体を通して、成果として、以下の点が挙げられる。 

○市町村ごとにＩＣＴの使い方に工夫が見られた。 

・紙ではなくて写真や動画等ＩＣＴならではの使い方をしていくとよい。 

・前時までの授業の記録を見ることができる。 

○授業の中で交流の時間を設けていた。そのため、意見交流で、子どもたちの考えが広がった。 

△生活科の部会員が少ないが、若手の教員が授業をしていく方がよい。また、部員だけだと少ないので、部員以外の教

員にも授業を見てもらう機会を設けたらよい。 

 

 

 

 



 

 

Ⅲ．教育課程の研究 
１．研究の経過 

今年度は、新型コロナウイルス感染症が収束に向かい、各校で本来の教育活動が行うことができるようになってき

た年でもあり、教育課程をもとに実践された活動の検証が活発に行われた。今年度は、令和６年度から使用される教

科書に合わせて、展開編の単元一覧や指導計画を一部作り直した。 

２．研究の成果・課題 

  教育課程展開編については、部会員による授業実践の振り返りやアンケートをもとに検証を行った。次年度、一部

変更となった部分も合わせて実態にあったものになっているのか検証を継続していきたい。 

 

Ⅳ．実技研修会 

「生活科の学びを豊かにするＩＣＴ活用」について 

講師 安井 政樹 氏  札幌国際大学 スポーツ人間学部 スポーツ指導学科 准教授 

１．研修の内容 

  第１部では、「ＩＣＴの必要性」について説明があった。受講者のニーズがどこにあるのかを探るために、Padletを

活用した。ワードクラウドが展開され、自分たちが打ち込んだ情報がすぐさま反映されていた。ChatGPTの紹介がされ

た。労働世代が減っていく中、AI化せざるを得ない日本の現状がある。 

 第２部では、「１人１台端末の活用例」について学んだ。カメラで撮影したデータをPadletで提出し、共有した。撮

影した写真をクラウドで即座に共有し、コメントを書き合ったり、「いいね」を付け合ったりすることができた。生活

科でも使えそうなアイデアですぐにでも実践出来そうなツールだった。 

 第３部は、「学びの視点の明確化」について、いちごの観察を例に、観察の視点について考察した。「いちごを縦に切

ったらどうなるだろう。」植物や動物の観察一つにしても、事前学習を行うことで、明確な視点をもって観察に臨むこ

とができる。その手立てとしてＩＣＴ機器を有効活用していくことができる。 

２．研修会の成果と課題 

  研修後のアンケートでは、多くの参加者から大変有意義だったとの評価をいただいた。「すぐに使いたい実践があっ

た。」「ＩＣＴの必要性がわかった。少しずつ使っていこうと思った。」等、「実践例を多く紹介してほしい。」というニー

ズを受けた研修会内容になっていたことがわかる。それと同時に「便利なパソコン、AIに助けてもらえるから、それを

上手に使う方法を導いてあげるのが先生の役目だと感じた。」という意見もあった。児童が有効活用していけるよう、教

師としても積極的に触れていくことが大切だと感じた。 

 

Ⅴ．部会研究の成果と課題 
１．成果 

本年度から研究主題を「生活科における個別最適な学びと協同的な学びの一体的な充実～ＩＣＴの効果的な活用
～」とし、新たな研究が始まった。１人１台端末が導入され、ＩＣＴ環境が整備されつつある中で、生活科において
も、これまでの授業スタイルにどのようにＩＣＴを取り入れていくのが有効か、そして、どのように個別最適な学び
に結びつけていくのかについて、各市町村で積極的に研究が進められた。 
研究内容①「個別最適な学びにつながるＩＣＴの活用～個々の特性にあった多様な方法で学習する。」においては、

タブレットを使って撮った写真を学習履歴として保存し、振り返りやまとめに生かしたり、おもちゃの作り方動画を
作成したりする等、各市町村から工夫を凝らした実践が報告された。これまで手書きで作成してきた観察シートや地
域探検のまとめ等を写真や動画を取り入れることにより、子どもたちは、自分のペースで学んだり、意欲的に学習に
参加したりすることができたという報告があった。 
研究内容②「協働的な学びのための学習過程の工夫～多様な人達と協働しながら学ぶ。」においては、新型コロナ

ウイルス感染症が収束し通常の学習活動ができるようになり、グループでの交流が活発に行われる単元構成が多く見
られた。ペア交流→グループ交流→全体交流を意図的に取り入れることで、自分とは異なる考え方があることに気付
き、自分の視野を広げたり、深めたりすることができたという報告もあった。また、協働的な学びの中にもＩＣＴが
多く使われており、「わかりやすく伝える」「違う考えがわかりやすい」という効果も報告された。 
低学年でのＩＣＴの活用は、指導に苦労する場面が多々ある中、各市町村が積極的に取り組んだ実践が数多く報告

され、全体での交流ができたことは大きな成果となった。 
２．課題  

今後も、１人１台端末の効果的な活用について考えていくが、ＩＣＴ機器の活用がメインとなるのではなく、どの
ような場面で使用していくことが効果的なのかを十分に検証していきたい。子どもたちの主体的・対話的で深い学び
の実現を目指すための手立ての一つという意識を改めて確認し、次年度以降の研究へと繋げていきたい。 

（文責 藤田 麻耶） 


